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盗
料
紹
介

唐
山
市
費
格
荘
の
戦
国
墓

金
　
関

恕

　
近
年
薪
申
国
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
土
木
残
業
に
と
も
な
っ
て
昏
地
で
多

く
の
遺
蹟
が
発
見
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
紹
介
を
こ
こ
ろ
み
る
唐
山
　
土
質
格
荘
附

近
の
遺
蹟
も
ま
た
、
同
村
で
村
民
が
工
業
用
・
建
築
用
の
採
砂
を
行
っ
た
際
見

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
五
二
年
五
月
宋
よ
り
約
一
ヶ
月
を
費
し
た
中
国

科
掌
院
考
古
研
究
所
に
よ
る
発
掘
調
査
の
結
果
、
密
集
し
た
戦
国
墓
を
主
と
す

る
こ
の
遺
蹟
の
実
態
が
明
か
に
さ
れ
た
。

　
当
遺
蹟
は
、
出
土
し
た
遺
品
の
豊
冨
な
点
で
李
硲
や
金
村
の
一
揺
遺
物
に
及

ば
ぬ
と
は
い
え
、
掌
術
調
査
に
よ
っ
て
、
従
来
ほ
と
ん
ど
蜘
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
戦
線
晴
代
墓
制
の
一
端
が
5
か
が
わ
れ
る
点
に
重
要
な
主
義
を
認
む
べ
き
で

あ
り
、
更
に
、
繊
土
状
態
の
明
か
な
遺
物
は
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
堂
代
文
化

の
特
質
を
示
す
資
料
と
し
て
屯
、
蜜
た
、
既
知
の
遊
離
せ
る
個
々
の
遺
稲
を
位

羅
づ
け
る
も
の
と
し
て
も
、
重
視
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
調
査
は
河
北
省
思
北
部
の
工
業
都
市
と
し
て
画
名
な
唐
山
市
、
磨
山
駅

か
ら
爆
撃
約
四
粁
へ
だ
っ
た
質
三
岳
附
近
の
二
地
点
で
行
わ
れ
た
が
、
質
格
荘

に
対
す
る
闊
係
位
羅
か
ら
、
一
を
東
区
、
他
を
西
区
と
呼
ぶ
。

寮
区

　
質
格
荘
の
東
南
方
に
、
東
北
か
ら
西
南
に
楚
る
路
溝
を
へ
だ
て
て
狭
長
な
台

地
が
あ
り
、
こ
の
北
端
の
崖
上
に
露
出
し
て
い
る
六
型
の
灘
棺
墓
が
調
査
さ
れ

た
。
採
砂
工
事
に
よ
っ
て
破
嬢
さ
れ
た
こ
の
周
囲
一
帯
の
勉
表
に
甕
櫨
片
が
散

乱
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
は
も
と
密
集
し
た
墓
地
で
あ
っ
た
こ
と

が
推
さ
れ
る
。
こ
れ
等
の
甕
棺
は
何
れ
も
尺
余
の
小
型
の
屯
の
で
、
二
三
の
副

葬
晶
（
銅
鈴
。
樹
脂
性
虎
冠
飾
焔
－
相
似
た
も
の
が
か
つ
て
楽
浪
の
漢
墓
で

見
出
さ
れ
て
い
る
「
水
晶
珠
）
か
ら
見
て
も
小
児
を
容
れ
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
棺
の
主
体
を
な
す
甕
は
紅
褐
色
を
呈
す
る
堅
硬
な
質
の
も
の

で
、
王
土
に
は
石
英
・
白
雲
母
・
石
英
岩
等
の
闘
粒
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

大
多
数
は
繍
縄
薦
文
を
有
し
、
腹
部
に
残
る
配
賦
…
の
痕
は
、
こ
れ
が
雛
棺
専
用
に

つ
く
ら
れ
た
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
甕
の
欠
損
し
た
部
分
は
別

の
灰
陶
系
の
陶
片
を
以
っ
て
覆
っ
て
い
る
。
西
区
の
戦
国
墓
の
損
土
中
に
こ
の

種
の
土
羅
片
が
混
入
し
て
い
る
事
実
と
、
小
宮
荘
に
お
け
る
調
査
の
結
果

（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
の
機
会
に
紹
介
し
た
い
）
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
灘

棺
墓
が
営
ま
れ
た
時
期
ほ
春
秋
時
代
に
相
野
す
る
と
報
告
者
は
推
幸
し
て
い
る
。

西
区

　
買
格
荘
の
西
、
質
家
山
の
山
麓
に
あ
た
る
地
域
で
あ
る
。
こ
の
附
近
で
も
採

砂
工
事
が
行
わ
れ
、
当
罵
遺
蹟
発
見
の
端
緒
と
な
っ
た
陶
片
・
銅
器
（
嵌
鐘
狢
猟
文

銅
壷
（
図
ニ
ハ
）
は
そ
の
際
に
繊
製
し
た
竜
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
採
砂
に
よ
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る
破
壊
を
蒙
ら
な
か
っ
た
二
五
〇
平
方
米
の
地
域
に
わ
た
っ
て
幅
二
米
の
長
い

ト
レ
ン
チ
が
一
米
間
隔
で
入
れ
ら
れ
、
そ
の
結
果
三
六
基
の
墓
が
見
綴
さ
れ
た
。

こ
の
中
、
八
専
の
前
漢
墓
、
三
墓
の
後
漢
墓
及
び
藤
代
不
明
の
三
重
の
墓
を
除

い
て
、
大
多
数
が
戦
国
墓
で
あ
り
、
お
お
む
ね
戦
国
墓
は
発
掘
地
の
北
半
に
密

集
し
、
漢
墓
は
南
半
に
分
布
し
て
い
る
よ
・
り
で
あ
る
。
現
在
こ
の
地
域
で
は
厚

さ
一
・
五
米
乃
歪
○
・
二
米
の
表
士
層
が
相
当
厚
い
細
砂
層
を
覆
っ
て
い
る
為

に
、
堅
穴
の
構
造
を
も
つ
こ
れ
等
の
墓
は
比
較
的
浅
く
表
土
層
中
に
造
ら
れ
て

お
り
、
塾
地
造
営
当
時
よ
り
竜
地
表
が
低
く
削
ら
れ
た
の
で
、
特
に
浅
い
一
部

の
墓
は
破
壊
を
免
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
地
域
一
帯
に
は
竜
と
稠
密
に
墓

地
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
中
の
戦
国
墓
は
、
ほ
ぼ
南
北
方
向
を
向
い
た
長
方
形
の
竪
穴
を

穿
っ
て
造
ら
れ
、
墓
道
は
な
い
。
総
じ
て
小
型
で
あ
り
、
最
小
の
も
の
は
、
墓

窒
の
長
さ
一
・
五
米
、
幅
0
・
五
米
、
最
大
の
屯
の
で
も
憂
さ
五
米
、
幅
四
・

二
米
を
こ
え
る
も
の
は
な
い
。
構
造
上
墓
霊
の
内
に
更
に
鋭
匙
を
掘
り
こ
ん
で

設
け
た
も
の
と
、
こ
れ
を
敏
く
も
の
と
の
二
類
に
分
け
ら
れ
る
。
棺
内
の
人
骨

の
保
存
は
よ
く
な
い
が
、
こ
れ
が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
被
葬
者
の
数
は
大

体
一
遍
一
人
宛
で
あ
り
、
稀
に
二
人
を
合
擁
し
た
例
も
あ
る
。
又
そ
の
多
く
が

伸
展
葬
の
姿
勢
を
と
る
が
、
中
に
は
少
数
な
が
ら
届
翼
々
も
見
ら
れ
、
，
特
に
前

岩
を
容
れ
た
棺
痕
が
狭
長
で
あ
る
に
比
し
て
、
露
華
の
そ
れ
は
短
い
こ
と
が
注

意
さ
れ
る
。
副
葬
晶
の
数
燈
は
墓
に
よ
っ
て
一
定
し
て
い
な
い
が
、
概
し
て
墓

窒
の
大
き
い
も
の
に
は
多
い
。
櫨
内
に
入
れ
ら
れ
た
二
、
三
の
利
器
・
装
身
具

を
除
い
て
、
副
薄
鼎
は
す
べ
て
歯
舞
に
あ
り
、
概
…
室
の
あ
る
墓
は
棺
と
榔
の
聞

に
、
華
麗
の
も
の
は
棺
と
墓
壁
の
聞
に
お
か
れ
て
い
る
が
、
後
者
の
或
る
も
の

で
は
墓
壁
に
穂
を
設
け
て
こ
の
中
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
副
葬
品
の
配
列
に

一
定
の
規
律
は
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
重
藤
品
の
品
目
と
し
て
、
陶
器
・
銅
容
器
・
銅
利
器
・
装
身
具
．

車
馬
器
・
雑
器
・
石
器
の
類
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
陶
器
に
は
灰
陶
系
の
も
の
が
多
く
、
質
の
硬
い
一
部
の
他
は
明
器
と
し
て
作

ら
れ
た
も
の
で
、
甕
・
尊
・
盤
・
壷
・
豆
・
鼎
等
各
種
の
器
形
に
わ
た
っ
て
お

り
、
こ
の
申
の
壷
・
豆
・
鼎
等
は
銅
器
の
形
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
。
灰
陶
系

の
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
器
面
を
研
議
し
、
胎
土
に
粗
な
砂
粒
を
含
み
、
紅
褐
色

乃
至
黒
灰
色
を
呈
す
る
一
群
の
陶
器
が
あ
り
、
雪
質
と
昼
鳶
麦
を
有
す
る
点

か
ら
東
区
甕
棺
の
主
体
を
な
す
も
の
と
同
じ
系
統
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る

（
以
下
粗
陶
系
と
呼
ぶ
）
。
西
区
鋤
土
の
陶
器
全
般
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
が
戦

国
時
代
の
中
原
文
化
の
範
瞬
に
属
す
る
と
は
い
い
う
る
が
、
　
一
方
灰
陶
系
の

尊
・
小
口
の
甕
・
豆
・
鼎
の
申
で
、
申
事
文
化
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
し
か
も

や
や
異
っ
た
特
色
を
示
す
も
の
、
叉
粗
陶
系
の
双
耳
の
つ
い
た
艶
・
鼎
（
図
一
、

三
）
の
類
で
他
の
地
方
で
晃
ら
れ
ぬ
独
特
の
形
式
を
示
す
も
の
が
あ
り
、
こ
れ

等
は
こ
の
地
方
の
地
域
性
を
考
察
す
る
上
に
今
後
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
銅
容
器
は
総
計
二
一
点
を
数
え
、
主
と
し
て
後
述
の
三
墓
か
ら
出
土
し
た
も

62　（146）



灘肺蟹格荘の戦嗣慕（金関）

の
で
あ
る
が
、
鋳
造
は
精
美
で
あ
り
、
銅
質
も
亦
佳
良
で
あ
る
。
燕
・
楚
・

秦
・
斉
等
の
広
大
な
地
域
か
ら
出
土
す
る
戦
国
時
代
の
飾
車
雛
は
総
じ
て
時
代

的
な
共
通
権
を
示
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
申
に
は
夫
々
の
地
域
の
特
性
も

反
映
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
精
密
な
分
析
と
、
今
後
の
資
料
の
増

加
に
よ
っ
て
地
方
的
特
色
が
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。
猶
、
個
々
の
も
の
に
つ
い
て

は
後
に
触
れ
た
い
。

　
銅
利
器
と
し
て
は
、
錐
一
・
銃
七
・
刀
銭
・
剣
九
・
弍
五
・
戟
一
・
鎌
六
〇

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
申
剣
に
つ
い
て
は
、
そ
の
茎
の
形
が
円
柱
形
を
な
す
も

の
、
円
筒
形
を
な
す
も
の
、
長
話
形
の
も
の
の
三
類
に
分
た
れ
る
が
、
上
二
者

は
そ
の
形
が
周
選
考
古
記
に
謂
5
中
等
の
劉
と
一
致
す
る
の
に
対
し
、
蔓
条

形
の
茎
を
持
つ
も
の
は
考
工
記
の
記
載
と
合
致
せ
ず
、
し
か
も
こ
の
類
が
当
言

蹟
出
土
の
銅
剣
申
の
大
多
数
を
占
め
、
し
か
も
他
の
地
方
で
の
出
土
例
が
あ
ま

り
蝋
ら
れ
ぬ
と
こ
ろ
が
ら
、
お
そ
ら
く
特
に
こ
の
地
方
で
一
般
に
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
戟
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
矛
と
襲
が
こ
の
形
に

組
合
わ
さ
つ
て
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
秘
の
腐
朽
に
よ
っ
て
別
々
に
な
っ
て
は

い
る
が
本
来
は
戟
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
推
さ
れ
る
電
の
で
あ
る
（
図
一
〇
）
。

…
繊
は
、
股
周
代
に
行
わ
れ
た
形
式
を
襲
っ
た
と
思
わ
れ
る
翼
の
広
い
形
式
の
も

の
、
尖
の
円
い
形
式
も
の
と
共
に
戦
國
時
代
に
薪
形
式
と
し
て
登
場
す
る
細
い
、

断
面
が
三
稜
形
を
な
す
形
式
の
も
の
が
並
び
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
第
一
に
挙

げ
た
形
式
の
も
の
が
最
も
多
い
。

　
そ
の
他
装
身
具
と
し
て
は
、
帯
鈎
一
一
・
罵
璃
環
三
。
玉
・
骨
感
電
が
、
車

馬
器
と
し
て
は
、
車
軸
頭
二
鰐
・
馬
街
・
轡
飾
等
が
、
雑
器
と
し
て
は
、
朗

刀
。
銅
器
・
工
具
と
考
え
ら
れ
る
銅
捧
三
（
一
端
が
丸
形
を
な
し
、
長
さ
四
、

五
糎
）
・
用
途
不
絹
の
三
稜
小
銅
器
三
、
・
車
外
の
爪
三
六
・
用
途
不
明
の
下
形
小

銅
器
一
・
同
じ
く
用
途
不
睨
の
螺
旋
形
を
し
た
鉛
影
干
、
石
器
と
し
て
は
、
・
い

く
つ
か
の
磨
い
た
石
片
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
次
に
、
こ
れ
等
の
墓
の
申
特
に
副
葬
品
の
豊
富
な
一
瓢
基
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ

の
副
葬
晶
と
そ
の
組
合
せ
を
示
し
た
い
。

「
第
一
六
号
墓
」
　
詩
美
の
長
さ
二
・
九
四
米
、
幅
一
・
五
四
米
、
深
さ
二
・

二
米
。
墓
室
内
に
榔
を
設
け
ず
直
接
棺
を
お
き
、
被
葬
者
の
人
数
・
姿
勢
は
不

明
、
墓
箋
の
南
壁
に
は
耳
底
か
ら
一
・
一
五
米
の
高
さ
の
と
こ
ろ
に
長
さ
一
・

五
四
米
、
幅
○
・
五
米
の
霰
が
設
け
ら
れ
そ
の
中
に
副
葬
品
を
お
さ
め
て
い
る
。

陶
器
　
灰
繭
系
で
硬
質
の
小
口
の
甕
一
・
籔
一
・
や
や
軟
質
の
三
二
、
こ
の
申

　
の
一
は
獣
薗
座
を
有
し
（
幽
趣
）
、
他
は
露
文
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。
藁
薦
文

　
あ
る
粗
群
系
の
鼎
…
二
（
図
三
）
、
双
輪
の
つ
い
た
甕
一
（
図
一
）
。

銅
容
器
　
敦
一
（
命
毛
）
、
擶
円
球
形
の
器
身
と
半
球
形
の
羅
蓋
よ
り
な
り
、
器

　
身
に
は
縄
索
丈
を
附
し
た
三
足
を
つ
け
、
器
蓋
に
も
足
と
筒
形
の
三
選
が
あ

　
る
。
身
魂
、
夏
風
共
一
種
の
三
角
文
が
一
周
し
、
器
蓋
の
中
央
に
は
縄
索
文

　
及
び
雷
文
を
め
ぐ
ら
し
た
円
形
渦
交
が
あ
る
。
禽
一
、
陣
内
に
あ
っ
た
も
の

　
で
、
三
身
は
円
筒
形
丸
底
で
文
様
な
く
、
器
腹
と
底
部
に
帽
糊
石
の
痕
が
残
つ
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て
い
る
。

其
の
他
　
刀
片
・
剣
一
（
図
五
）
・
業
二
・
鎌
八
。
帯
鈎
二
・
映
形
小
銅
器
一
、

　
こ
れ
は
荊
述
の
銅
食
の
内
に
容
れ
ら
れ
て
い
た
。
青
灰
色
の
砂
岩
で
つ
く
つ

　
た
長
囲
形
の
磨
石
一
・
骨
環
．
一
（
図
一
一
）
。

「
第
一
八
号
墓
」
　
塾
室
の
長
さ
五
米
、
幅
四
・
二
米
、
潔
さ
噌
、
四
四
米
。

榔
室
の
畏
さ
三
ρ
三
米
、
福
二
・
三
六
米
、
高
さ
○
こ
　
四
米
。
棺
疸
は
不
明

瞭
で
あ
り
、
被
葬
者
の
人
数
、
姿
勢
は
不
開
。
こ
の
棺
郷
の
聞
と
推
定
さ
れ
る

所
に
副
葬
癌
が
お
か
れ
て
い
た
。

騰
撫
　
灰
駒
繋
の
硬
質
素
文
の
尊
一
．

銅
容
器
銅
盤
一
（
図
二
）
、
比
較
的
浅
い
円
形
の
盤
身
、
高
い
圏
足
、
耳
よ

　
り
な
り
、
図
星
の
外
側
に
は
一
帯
の
陶
交
と
斜
方
格
雷
乳
文
が
一
周
し
、
内

　
側
に
は
中
央
に
三
つ
の
双
獣
互
咬
円
形
文
が
あ
り
、
そ
の
外
を
四
つ
の
寵
形

　
文
が
、
更
に
そ
の
外
を
六
つ
の
獣
形
文
が
め
ぐ
り
、
口
強
の
上
に
は
純
銅
の

　
菱
形
文
が
一
五
嵌
入
さ
れ
て
い
る
。
圏
足
の
外
側
に
は
一
帯
の
獣
首
書
悪
文

　
と
一
種
の
縄
索
交
が
め
ぐ
り
、
内
側
に
は
鋳
簿
の
粘
土
が
残
存
し
、
耳
の
上

　
忙
は
回
田
が
鋳
鐵
さ
れ
て
い
る
。
銅
登
一
、
破
損
甚
だ
し
く
復
原
不
能
で
あ

る
が
形
は
さ
き
に
挙
げ
た
綴
嬢
狩
猟
交
壷
に
似
て
お
り
、
二
様
は
な
い
。
銅

　
豆
一
（
図
一
二
）
、
臨
監
、
脚
、
器
蓋
は
す
べ
て
純
銅
の
幾
何
掌
交
獣
形
ガ
〈

が
嵌
入
さ
れ
て
い
る
。
銅
鼎
一
（
図
一
五
）
、
器
身
、
器
蓋
に
蠕
蜻
丈
が
め
ぐ

　
り
器
蓋
の
中
央
に
円
形
渦
文
が
あ
り
、
耳
に
は
竪
聾
及
び
幡
蜻
交
が
鋳
超
さ

　
れ
て
い
る
。
鼎
内
に
は
頭
部
を
取
り
表
つ
た
一
体
の
小
豚
の
骨
絡
が
残
存
し

　
て
い
た
。
庖
二
　
（
図
一
四
）
、
撃
高
は
構
円
形
、
流
に
鳥
首
を
つ
け
、
水
を

　
注
ぐ
為
に
器
を
傾
け
た
と
き
こ
の
啄
が
開
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
流
内
に

　
は
鋳
箔
の
粘
士
が
附
潜
し
て
い
る
自
身
の
内
側
に
は
流
と
方
向
を
一
に
し
た

　
一
対
の
鴨
形
文
が
並
び
、
流
と
反
対
側
に
犠
が
あ
り
、
そ
の
上
端
に
も
鳥
魯

　
が
つ
け
ら
れ
、
脚
の
上
端
に
は
鍵
盤
が
鋳
鐵
さ
れ
て
い
る
。
殴
一
（
図
ご
瓢
）
、

　
器
体
は
擶
円
形
で
器
身
重
蓋
に
細
海
賦
文
を
入
れ
た
結
紐
縄
索
交
が
め
ぐ

　
り
、
高
い
圏
足
上
に
哺
帯
の
編
文
が
あ
る
。

其
の
他
銅
包
・
銅
讐
・
銅
攣
∵
銅
剣
丁
銅
当
・
銅
戟
丁
銅
鎌

　
＝
四
．
無
蓋
の
爪
九
、
出
土
状
熊
か
ら
撃
て
榔
の
上
面
に
お
か
れ
た
と
考
え

　
ら
れ
る
。
銅
鎖
鋸
．
軽
蔑
一
・
馬
鰻
掴
・
轡
飾
二
・
車
軸
頭
二
、
こ
の
外
側

　
に
は
財
形
動
転
が
二
卜
し
て
い
る
。
こ
れ
と
馬
具
の
畠
士
状
態
か
ら
見
て
、

　
叫
車
両
馬
の
副
葬
が
鵬
器
的
な
意
昧
で
表
さ
れ
て
い
る
よ
5
で
あ
る
。
三
稜

　
小
銅
器
丁
小
石
片
六
、
青
白
色
の
石
灰
岩
を
謄
い
て
作
っ
た
薄
い
長
方
形
の

　
石
飯
で
、
繊
土
状
態
か
ら
見
て
本
来
は
棺
榔
の
上
に
お
か
れ
て
い
た
ら
し
い
。

「
第
二
八
暑
墓
」
　
墓
霊
の
長
さ
一
　
一
・
入
米
、
幅
三
・
一
米
、
潔
さ
一
・
二
六

米
。
榔
蜜
の
長
さ
二
・
九
四
米
、
幅
二
米
、
高
さ
○
・
七
山
ハ
米
。
撹
痩
は
不
明

瞭
で
被
葬
者
竺
人
、
姿
勢
は
屈
葬
。
無
燈
の
間
と
推
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
副
葬

品
が
お
か
れ
て
い
た
。

陶
器
　
灰
陶
系
の
硬
質
素
文
の
尊
一
。

M　（148）
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銅
容
購
　
豆
一
、
細
部
の
差
を
除
い
て
は
箆
一
入
号
墓
出
土
の
も
の
と
殆
ど
間

　
じ
で
あ
る
。
鼎
二
、
一
（
図
無
）
は
正
面
に
健
聾
を
鋳
揖
し
、
器
腹
に
一
帯

　
の
幡
重
文
及
び
縄
索
文
を
め
ぐ
ら
し
、
細
長
い
脚
の
上
端
に
承
．
饗
狸
が
お
か

　
れ
、
こ
れ
ら
の
交
様
の
空
隙
に
は
黒
色
の
物
質
が
囲
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

　
三
内
に
も
頭
を
と
り
去
っ
た
小
一
一
体
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
器
腹
に
姻
窯

　
の
痕
が
残
っ
て
い
る
。
他
の
一
鼎
（
図
七
）
は
擶
円
形
の
三
体
で
一
身
に
一

　
帯
の
三
三
蝿
文
と
三
角
幡
鵬
丈
が
め
ぐ
り
、
三
蓋
に
は
、
鎖
鎌
を
中
心
に
し

　
て
弓
懸
蟷
三
三
を
は
さ
ん
だ
二
条
の
縄
索
交
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。

其
の
他
　
銅
三
四
・
銅
刀
一
（
二
九
Y
銅
剣
一
。
銅
三
一
・
銅
三
七
・
銅
三
四
・

　
車
回
の
爪
一
八
・
銅
…
鑛
一
二
、
こ
れ
は
本
来
三
蓋
の
爪
に
つ
い
て
い
た
も
の

　
で
あ
ろ
う
が
こ
こ
で
は
別
々
に
出
て
来
た
。
帯
三
一
・
馬
三
一
．
丁
車
軸
頭
二
、

　
形
式
は
第
一
八
三
三
出
土
の
も
の
と
大
体
同
じ
で
あ
る
が
外
側
に
丁
形
交
が

　
め
ぐ
っ
て
い
る
。
三
稜
小
銅
器
一
。
螺
旋
三
三
若
干
・
小
石
三
五
。

　
こ
れ
等
の
繊
土
磁
を
通
観
し
た
と
こ
ろ
、
多
少
時
間
的
な
前
後
は
あ
る
に
し

て
亀
西
区
の
戦
国
墓
は
大
体
一
時
期
に
営
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
5
。
特
に

当
遺
嚇
墨
土
の
銅
容
器
の
形
態
・
文
様
を
従
来
出
土
地
の
知
ら
れ
た
戦
国
時
代

の
一
括
遺
物
と
比
較
し
た
場
合
、
李
略
出
土
の
一
群
と
最
も
よ
く
似
て
い
る
こ

と
、
叉
当
地
出
土
の
狩
猟
文
壷
が
春
秋
戦
国
の
間
の
時
期
に
比
定
さ
れ
て
い
る

歓
氏
壷
と
あ
る
程
度
類
似
し
て
い
る
こ
と
、
璽
に
当
堰
の
婚
鵬
交
・
総
索
文
・

…
円
形
渦
文
が
新
醐
岱
揖
土
銅
器
の
そ
れ
に
比
し
て
さ
抵
ど
差
異
が
認
め
ら
れ
ぬ
．
～

と
等
か
ら
推
し
て
、
安
志
敏
氏
は
こ
の
墓
地
の
誉
造
年
代
を
戦
園
時
代
の
初
頭

に
お
い
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
れ
等
の
示
す
特
色
は
当
縛
こ
の
地
が
燕
の
領
域

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
ら
そ
れ
と
の
関
係
に
お
い
て
考
え
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
今

後
の
調
査
と
研
究
に
よ
っ
て
、
中
原
の
文
化
と
対
比
し
た
こ
の
地
方
の
文
化
の

特
性
が
、
よ
り
明
確
に
究
明
さ
れ
る
日
の
近
い
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
西
区
で
は
こ
れ
と
同
時
に
入
基
の
前
回
墓
と
三
基
の
後
漢
墓
が
調
査
さ

れ
た
。
前
者
は
戦
国
墓
と
相
似
た
弓
造
を
も
ち
、
’
そ
の
中
の
三
三
は
棺
内
に
五

鎌
銭
を
容
れ
、
後
者
は
竪
穴
の
床
と
榔
壁
に
穗
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
破

損
の
状
態
が
甚
だ
し
い
為
に
天
井
の
構
造
は
不
明
で
あ
り
、
出
土
し
た
三
三
・

大
銭
五
十
か
ら
推
し
て
、
薪
よ
り
や
や
下
る
年
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
紙
面
の
関
係
か
ら
詳
し
く
触
れ
得
な
か
っ
た
こ
と
を
お
断

り
し
た
い
。

　
・
本
縞
橋
は
ゐ
甲
爾
悶
考
古
回
報
驚
鼠
ハ
柵
（
一
九
五
｛
二
年
十
∴
一
月
）
所
載
の
、
発
煽
網
者

安
志
敏
氏
に
よ
る
「
河
北
省
唐
出
市
旧
格
荘
墜
掘
報
告
」
を
簡
略
に
紹
介
し
た

も
の
で
あ
る
。
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